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の一例として， 3， 000 行/分の高速・高品位の記録装置を実現している。
(4) さらに保守性の点で問題となる記録用ピン電極の代りに 二つの電極間での放電で発生したイオン
によって静電潜像を形成する新しい方式を提案し，その安定な動作を確認し，一層の高速化にも有効
な方法であることを示している D
以上のように，本論文は，現在高性能化が強く要求されている画像出力機器の分野において，非接触
記録と構成の簡易さをあわせもつトナ一転写型静電記録方式の放電による潜像記録機構について多くの
有用な知見を得，さらにこれによって高速・高品位のプリンタを実現しており，電子工学とくに画像記
録技術の発展に寄与すると乙ろ大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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